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新潟市,2016.7.10 
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央糖尿病療養指導を考える会 学習会， 三条市，2016.6.29 
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3.Aizawa Y. Human Parechovirus Type 3 Infection in Neonates and Young Infants. イン 

フルエンザと呼吸器ウイルスセミナーExchange Meeting in Niigata 2016, 新潟, 2016.1.28 

4.澤野堅太郎. 成長ホルモン分泌不全を合併した遺伝性多発性骨軟骨腫に対する成長ホル 

モン療法の是非について. 第 7 回信越・北関東小児内分泌セミナー, 宇都宮市, 2016.2.13 

5.佐々木直. 低ゴナドトロピン性性腺機能低下症を呈した輸血後鉄過剰症の女児例. 第 7 
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側けいれん片麻痺てんかん症候群の遺伝子研究). 第 58 回日本小児神経学会学術集会, 東

京,2016.6.3 

99.山崎佐和子. 重度栄養障害に対して、乳清ペプチド消化態流動食の導入が有効であった

1 男児例. 第 51 回新潟小児神経学研究会, 新潟市, 2016.6.18 

100.笠原靖史. ヒト primary NK 細胞へのインターロイキン 21 遺伝子の導入は抗白血病

作用を増強する. 第 58 回日本小児血液・がん学会学術集会, 東京都品川区, 2016.12.15 

101.笠原靖史. Development of novel NKp44-based chimeric antigen receptors that target 

cancer cells. 第 78 回日本血液学会学術集会, 横浜市, 2016.10.14 

102.笠原靖史. がん細胞に発現するストレスリガンドを標的としたユニバーサル T 細胞受

容体の新規開発. 平成 28 年度若手医学研究発表会（みかんの会）, 新潟市, 2016.10.6 

103.笠原靖史. 新規がん治療開発を目指したヒト primary NK 細胞および T 細胞の遺伝

子改変.第 4 回基礎-臨床研究交流会, 新潟市, 2016.5.26 

104.高地貴行. 初期治療 18 年後に眼窩外多発転移再発した両側性網膜芽細胞腫の治療経

験.第 58 回日本小児血液・がん学会学術集会, 東京, 2016.12.15 

105. 細貝亮介 . Donor killer cell immunoglobulin-like receptors (KIR) haplotype B 

exacerbates acute graft versus host disease (GVHD) in HLA-mismatched hematopoietic 

cell transplantation. 第 58 回日本小児血液・がん学会学術集会, 東京, 2016.12.16 

106.鳥越司. 肺高血圧を合併した門脈体静脈シャントに Amplatzer Vascular Plug を留置し

た 1 例. 第 52 回日本小児循環器学会総会, 東京，2016.7.6 

107.鳥越司. 肺高血圧を合併した門脈体静脈シャントに Amplatzer Vascular Plug を留置し

た 1 例. 第 3 回中部肺高血圧ケースカンファレンス, 東京，2016.2.6 

108.申将守. 化学療法中に重度の耳下腺炎と肺炎を来した急性リンパ性白血病の一例－パ 



ラインフルエンザ 3 型院内感染の経験. 第 58 回日本小児血液・がん学会学術集会, 東

京,2016.12.15 

109.小林玲. 抗ウイルス薬の血中濃度が安定せず治療に苦慮した先天性サイトメガロウイ

ルス感染症の超低出生体重児. 第 48 回日本小児感染症学会、岡山、2016.11.19 

110.小林玲. 抗ウイルス薬の血中濃度が安定せず治療に苦慮した先天性サイトメガロウイ

ルス感染症の超低出生体重児. 第 61 回日本新生児成育医学会、大阪、2016.12.1 

111.小林玲. 組織学的絨毛膜羊膜炎が極低出生体重児の短期予後に与える影響～絨毛膜羊

膜炎の有無での比較～. 第 61 回日本新生児成育医学会、大阪、2016.12.1 

112.小林玲. 組織学的絨毛膜羊膜炎が極低出生体重児の短期予後に与える影響～Blanc 分類

での比較～. 第 61 回日本新生児成育医学会、大阪、2016.12.1 

113.小川洋平．小児耐糖能異常の予後に影響する因子の検討． 第 59 回日本糖尿病学会学

術集会. 京都, 2016.5.21 

114.小川洋平．新潟小児糖尿病コホート 2015 年調査中間報告．第 51 回新潟小児内分泌談

話会，新潟市，2016.6.10 

115.小川洋平．若年家族性高コレステロール血症ヘテロ接合体に対するピタバスタチンの効

果．第 50 回日本小児内分泌学会学術集会，東京都，2016.11.16 

116.吉田咲子. 当科における思春期・若年成人（15-29 歳）の造血器腫瘍質感の治療成績．

第 58 回日本血液・がん学会学術集会, 東京, 2016.12.16. 

117.添野愛基.インドメタシン予防投与を行った超低出生体重児における動脈管閉鎖に影響

を与える因子.第 52 回日本周産期・新生児医学会学術集会, 富山市, 2016.7.17 

118.添野愛基.在宅医療を必要とする NICU 入院児の主な疾患.平成 28 年度小児在宅療養

支援研修症例検討会，長岡市，2016.8.20 

119.添野愛基.当院 NICU で経験した 18 トリソミー児の臨床経過.第 223 回日本小児科

学会新潟地方会, 新潟市, 2016.8.27 

120.伊藤裕貴.巨大右心耳瘤の 1 例, 大阪小児循環器地方会, 大阪, 2016 

121.伊藤裕貴.最近 10 年間に Blalock-Taussig shunt 変法を施行した 122 症例における

合併症の検討, 小児循環器学会, 東京, 2016 

122.伊藤裕貴.RV-PA conduit から脱落したステントに絡んだスネアカテーテルが外れなく

なり回収に難渋した１症例, 小児循環器カテーテル治療学会, 広島, 2016 

123.伊藤裕貴.アミオダロン静注の副作用に関する検討, 名古屋, 2016 

124.伊藤裕貴.Acute Lung Injury のため Berlin Heart 装着までに集学的治療を要した生後

１ヶ月の DCM, 大阪小児循環器懇話会, 大阪, 2016 

125.田嶋直哉.小麦負荷試験における重症度改善と特異的抗体価の関係, 第 53 回日本小児

アレルギー学会, 群馬, 2016 

126.小澤淳一. サッカー中に突然の VT/VF で蘇生された左冠動脈無冠尖起始の中学男子.

第 35 回新潟小児循環器談話会, 新潟, 2016.9.3 



127.小澤淳一. CACNA1C に新規遺伝子変異が同定された Timothy 症候群亜型の 2 例. 
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128.山中崇之．日本の小児医療における多剤耐性グラム陰性桿菌の疾病負荷．第 48 回日本
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224 回日本小児科学会新潟地方会、新潟、2016.12.10 
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公開講座，その他の講演 

1.長崎啓祐. 性分化疾患を伴う青年期の  GID 症例. TTT meeting 2016 in 丸の内. 東

京.2016.2.6 

2.佐々木直. 小児期発症バセドウ病における重症筋無力症の合併の検討. 第 1 回東日本小
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都立小児勉強会. 東京, 2016.6.18 
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潟市, 2016.10.6 
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16.佐々木直. 甲状腺機能異常を呈した８歳男児. 第 16 回 新潟小児内分泌セミナー, 新潟

市, 2016.10.08 

17.長崎啓祐. 成長率が保たれている？重症 GH 分泌不全症の 6 歳女児. 第 16 回 新潟
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22.花房繁寿,長崎啓祐. Chronic SIADH? 持続する低 Na 血症の女児. 第 20 回都立小児勉
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岡市、2016.12.9 
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